
ッ
シ
ー
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
ま

た
。 

し

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
渡
辺 

観
永 

尾
上
さ
ん
、
お
世
話
を
か
け
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
。 
 
 
 
 
 
 
 

 

昭
喜 

小
林

32
回
目
の
結
婚
記
念
日
で
す
。 吉

田 

隆

 彦

カ
ン
ボ

竣

し
ま 

ジ
ア
に
小
学
校
、
無
事

工

し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

岡
部 

快
圓 

待
っ
て
い
た
春
が
来
ま
し
た
ね
！！ 

木
村 

光
徳 

春
（
張
る
）
が
来
ま
し
た
。 

小
野 

定
男 

暖
か
い
日
に
な
り
ま
し
た
。
春
の
到
来
で
す
。 

大
原 

敏
正 

近
藤
様 

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

吉
田 

明
夫                 

 
 
 
 
 
 
 
      

今
日
は

雨
水
に
つ
い
て
少
し
お
話
し
ま
す

水
に
ま
で
こ
ぎ
つ
け

現
在
自
宅
内
で
使
用

す
る
水
は
全
て
雨
水
で
生
活
が
出
来
る
様

に
さ
れ
ま
し
た

建
物
内
施
設
と
し
て
作
り

使
用
さ
れ
た
の
は

日
本
で
最
初
の
頃
と
言

わ
れ
て
い
ま
す

こ
の
方
は

名
古
屋
の
人

で

雨
水
利
用
と
緑
化
を
進
め
る
会

を

立
ち
上
げ

今
で
も
名
古
屋
で
会
を
通
じ
て

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す

大
都
市

東
京

大
阪

名
古
屋
を
見
ま
す
と

東
京
都
は
早
く
か

ら
雨
水
利
用
を
立
法
化
さ
れ
て
い
ま
す

 

                     

水
害
の
被
害
が
多
い

大
阪

名
古
屋
は

ま

だ
ま
だ
雨
水
利
用
よ
り
も
水
害
被
害
を
起

こ
さ
な
い
雨
水
施
設
の
方
に
予
算
が
流
れ

て
い
ま
す

１９８５
年
頃
か
ら
全
国
各
地
に

雨

水
利
用
を
進
め
る
会

が
設
立
さ
れ

公
共

に
建
設
し
て
い
ま
し
た
ロ
ー
タ
リ
ー
館
が
３
月
３
日
に

完
成
し

オ
ー
プ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
盛
大
の
裡
に
終

了
い
た
し
ま
し
た

会
期
中
は
各
ロ
ー
タ
リ
ー
グ
ラ
ブ

が
２
回
例
会
を
行
う
事
と
な

て
い
て

我
が
ク
ラ
ブ
も

１
回
目
の
３
月

２７
日
に

春
の
家
族
会

と
し
て
ロ
ー

タ
リ
ー
館
で
行
う
事
と
な

て
い
ま
す

 

担
当
の
出
口
親
睦
委
員
長
の
お
話
に
よ
る

と

１００
名
を
超
え
る
参
加
者
が
あ
る
と
聞

い
て
い
ま
す

ご
家
族
の
皆
様
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
様
に

親
睦
委
員
会
の
皆
様

一
日
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

 

今
日
の
ゲ
ス
ト
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す

 

元
Ｃ
Ｂ
Ｃ
論
説
委
員

ジ

ー
ナ
リ
ス
ト
の

近
藤
貞
夫
さ
ん
で
す
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＊
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細
に
つ
き
ま
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配
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し
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チ
ラ
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を

覧
く
だ
さ
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ご

員
理
事
会
の
報
告 

・
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次
回
例
会
の
ご
案
内 

第
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回
例
会
変
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3
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日

木
）
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日
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日
） 

（

↓
３
月

春
の
家
族

 

バ
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出
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会

 

セ
ン
タ
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集
合
場
所

愛
知
芸
術
文
化
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通
り
沿
い) 

錦

愛
知
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ロ
ー
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＜本年度クラブ会長方針＞
０周年を 「職業奉仕で祝おう」 

２００4～２００5年度 

R．I．会長 
承  認   １９８５年２月１２日    例 会 日 木曜日１２：３０ 例 会 場 名古屋東急ホテル 

会  長   新 沼    操   ＵＲＬ http://www.nagoya-osu.org  e-mail office@nagoya-osu.org  

幹  事   川 畑 博 敬   電    話  （０５２）２５１－０１８１  ＦＡＸ  （０５２）２５１－０３３７ 
ゲ
ス
ト 

元
Ｃ
Ｂ
Ｃ
論
説
委
員

 
 
 
 
 
 
 
 
 

近
藤 

貞
夫
さ
ん 

 

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

近
藤
貞
夫
様 

本
日
は
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
新
沼 

操 

住
田
マ
リ
コ
さ
ん 

エ
ィ
ミ
ー
さ
ん 
ク
リ

と
変
わ

て
ま
い
り
ま
し
た

こ
の
雨
水
を

違
う
角
度
か
ら
利
用
す
る
事
を
考
え

雨
水

利
用
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
た
の
は
１９６５
年

頃
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

研
究
を
始
め
た

頃
は

自
宅
内
の
流
し
水

庭
木
な
ど
の
散

水
に
利
用
し
て
い
ま
し
た

１９８０
年
に
は

自

宅
建
物
の
地
下
を
利
用
し

雨
水
を
貯
留
し

化
学
的
処
理
を
施
し
鉱
物
を
活
用
し

飲
み

      

皆
様

こ
ん
に
ち
は

 

３
月

２５
日

愛
・
地
球
博

開
催
に
先
駆
け

会
場
内

・
2005-

2006
年
度
ク
ラ
ブ
ア

セ
ン
ブ
リ
ー 

開
催
の
お

ら
せ 

知

日
時 

２００５
年
３
月
４
日

木

 

２18:

00
〜 

場
所 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

 

２
Ｆ

南
国
酒
家

 
 

・
１００
周
年
記
念
事
業
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の 

ご

内 

案
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世
界
ロ
ー
タ

ア

ト
週
間 

ー

ク

第
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回
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東
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テ
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3
月
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木
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1
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（

会
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出
席
計
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数
6

 
 
 
 
 
 

出
席
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・
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％ 

4
名
中 

 

51
名
出
席 

前
々
回
出
席
率 
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・
06
％ 

ロ
ー

リ

ソ

グ 

タ

ー

ン

「
R-
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T-

A-
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｣ 
 
 

Y

ソ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー 

木
村 

光
徳
さ
ん 

ピ
ア
ノ
演
奏 

冨
板 

玲
子
さ
ん 

春3の昨夫会

   

    グレンE．エステス・シニア 
水
は
故
郷
に
帰
る
と
言
わ
れ

海
で
蒸
発
し

雲
と
な
り
山
で
雨
と
な
り
川
に
流
れ

又

海
へ

こ
の
サ
イ
ク
ル
は
２６
日
間
で
１
サ
イ

ク
ル

１
年
間
に
約
１４
回
入
れ
替
わ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す

地
球
温
暖
化

地
球
環

境
の
変
化
な
ど
で
集
中
豪
雨
が
多
く
な
り

ま
た
大
都
市
は
ア
ス
フ

ル
ト
ジ

ン
グ
ル

に
な
り

数
年
前
ま
で
は
多
少
の
雨
で
も
市

内
の
い
た
る
所
で
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
水
が

吹
き
上
が
る
事
が
多
く
な
り

そ
の
た
め
行

政
と
し
て
は

雨
水
対
策
か
ら
水
害
対
策
へ

施
設
へ
の
展
開
に
尽
力
さ
れ

各
施
設
に
雨

水
利
用
の
技
術
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
様
に

な

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

 

へ
！                  

飯
田 

昭
夫 

月
誕
生
、
家
内
、
母
、
長
男
、
孫
、
弟

誕
生
日 

 
 
 
 
 
 
 

勝
野  

 

隆 

日
は
誕
生
日
で
し
た
。
先
日
は
吉
田 

明

さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

近
藤
宏
一
郎 

 

長
挨
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新
沼 

 

操 

今
日
は

雨
水
の
お
話
を
致
し
ま
し
た

 

 

幹
事
報
告 

・
事
業
所

所
変
更
の

知
ら
せ 

住

お

前
田 

隆

さ
ん 

久

〒
0-

08 

名
古
屋
市
中
区
栄 

46

00

3-

17-

15
エ
フ
エ

ク
ス
ビ
ル
5Ｆ

F 6

電
話
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
変
更
あ
り
ま
せ

 ん



                              

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

  

卓 話 

「国際社会の中の日本」 

二

百

う

流
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単

し

官

人

 

せ
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例会変

3月22

3月23

3月24

3月25

 

 

  

を争

兆円
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と位

そう

！政

、残

僚に

前と

いま

ん。

最近

えに

更

日 

 

日 

日 
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元ＣＢＣ論説委員 ジャーナリスト  

近藤 貞夫さん  
戦後半世紀といいますが、今年は６０年目に当たる節目の年です。日本は、この半世紀、奇蹟

を生んだ国だといわれています。それは戦争に敗れて無一文から僅か半世紀の間に、世界で一、

う経済大国に成長したという評価です。いま、世界の金融資産は、四千兆円で、その半分の二千兆円をアメリカ、千四

を日本が持っているのです。つまり世界の金融資産の大半をアメリカと日本が分け合っている構図になっています。こ

ことから日本は、アメリカと並ぶ経済大国といわれるのです。まさに経済は一流なのです。しかし政治と国民生活は三

置付けられているのです。経済大国で、お金持ちの国ならば、政治も国民生活も当然一流であるはずですが、残念なが

はなっていないのです。 これは私たちにとっては誠に残念なことです。何がそうさせているのでしょうか。答えは簡

治家が「お粗末」だからです。政治家の仕事は何か？日本国と日本国民の地位の向上と暮しをよくすることです。しか

念ながら日本の「政治集団」はそんなことは念頭にありません。「次の選挙に勝つこと」だけなのです。本業の政治は、

丸投げ、お任せなのです。この政治家の「お任せ主義」が国際社会の檜舞台でもまかり通っているため、どうしても一

して認められないのです。 

日本は、ことあるごとに経済力にまかせて、多額のお金を世界にばらまいていますが、それ相応の評価が得られていま

日本はお金だけ出してくれればいい、ということになってしまっているのです。 

、日本は国連の常任理事国入りを目指しています。これは大変結構で是非実現したいところですが、これもお金と引き

、ということにならなければよいのですが。 

 

火 名東 受付なし 3月28日 月 昭和 名古屋東急ホテル 

 名南 ◆名古屋マリオットアソシアホテル 豊山城北 定款第５条第１節により休会 

水 守山 定款第５条第１節により休会 

3月29日 火

名古屋 受付なし 

木 東山 ホテル ルブラ王山 南 名古屋観光ホテル 

 瑞穂 ヒルトン名古屋 

3月30日 水

東南 名古屋マリオットアソシアホテル

金 みなと 名古屋マリオットアソシアホテル   ◆17:30～ 

   
ブリテン委員会 小澤 幸男・太田 裕・中根 了晟・鈴木 三郎・杉浦 令淑・大原 敏正 
 愛知万博 ３月２７日（日）イベント

• 愛・地球メッセージイベント(会場外) 

• 特集 NHKのど自慢 イン 愛・地球博＜本選＞  

• Hello from EXPO in AICHI、愛知からこんにちは in EXPO  

• 愛・地球博開幕歌舞伎舞踊公演(3/25-27)  

• 愛・地球博オープニングイベント(3/25-27)  

• 新文化創造イベント SHOW&WALK by ローリー・アンダーソン“WALK”(3/25-3/31,日本庭園）  

• 新文化創造イベント SHOW&WALK by ローリー・アンダーソン“SHOW”(3/25-4/30)  

EXPOドーム EXPOホール 愛・地球広場 日本広場  
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